
令和６年度取組 前年度3月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 チェック 自己評価 来年度に向けて

（ア）地域の医
療・介護の資源
の把握

地域の医療機関、介護事業所等の
住所、連絡先、機能等を把握し、
その情報と合わせて、リストや
マップを作成、活用する

①ひらつか介護サービス（医療対応）一覧の更
新については、前期のうちに準備を始め、11月
から各機関に調査をかけ、3月中にホームペー
ジに展開予定。
②介護サービス検索エンジンの作成は、費用が
かかる内容となり、medical B.I.G. netの中ででき
るかどうか検討したが難しいという正式回答を得
た。
③ウェブサイトはセンターの紹介、業務内容、過
去の研修等、特に専門職が活用しやすいサイト
をめざす。

ひらつか介護サービス
（医療対応）一覧の完成
をもう少し早めにする。

（イ）在宅医
療・介護連携の
課題の抽出と対
応策の検討

地域の医療・介護関係者等が参画
する会議を開催し、在宅医療・介
護連携の現状の把握と課題の抽
出、対応策等の検討を行う

①定例会は毎月開催している。
②定例会でＢＣＰや、夜間休日往診代行に関す
る話がでてきて、今医療現場で話題になってい
ることを知ることができた。
③協議会を３回実施した。

定例会について隔月に
することを考える。

（ウ）切れ目の
ない在宅医療と
在宅介護の提供
体制の構築推進

地域の医療・介護関係者の協力を
得ながら、切れ目なく在宅医療と
在宅介護が一体的に提供される体
制の構築に向けて、必要な具体的
取組を企画・立案する

①在宅介護生活サポートガイドについて、専門
職に向けた使い方動画の作成や手引きを改訂
し、支援した。
②高齢者施設における救急車の適正利用につ
いて、消防本部と連携して、施設職員に対して
講義をする機会を作った。
③Medical B.I.G netの運営定例会には、できる
かぎり共済病院に赴き、活用の可能性を探っ
た。

専門職にサポートガイドに
ついて、説明する機会を作
り、施設に救急車の適正利
用や感染症、医療処置の
理解推進について研修を行
い、介護職員に在宅や施設
での看取りについて積極的
に考えてもらえるようにして
いきたい。

（オ）在宅医
療・介護連携に
関する相談支援

地域の在宅医療・介護連携を支援
する相談窓口の運営を行い、地域
の医療・介護関係者、地域包括支
援センター等からの、在宅医療・
介護連携に関する事項の相談の対
応を行う

ＨＩＶ感染者について、受け入れてくれない施設
が多いことが判明した。

ＨＩＶやＭＲＳＡ等につい
て、市民病院の感染症
対策専門ナースと前期
に啓発を行う準備をし
た。

（キ）地域住民
への普及啓発

在宅医療・介護に関する講演会の
開催、パンフレットの作成・配布
等により、地域住民の在宅医療・
介護連携の理解を促進する

①市民へ救急車適正利用や、かかりつけ医、訪
問医のできることをお話しし、エンディングノート
を配布。
②もしバナゲームを行っているが、高齢の方が
参加し、ゲームの仕組みについていけない方が
少数いた。
③在宅医療を分かってもらうYouTubeを医師会
の協力により作成して近日公開する予定。

高齢者に対する啓発に
ついて他市も見習い方
法を検討する。
YouTubeを広報等で全
世帯に対して紹介した
い。

（エ）医療・介
護関係者の情報
共有の支援

情報共有の手順等を含めた情報共
有ツールを整備するなど、地域の
医療・介護関係者間の情報共有を
支援する

ひらつか安心ファイルの活用は、サポートガイド
の説明をするときに、施設職員等にお話をして、
配付数は微増している。
在宅介護生活サポートガイドについて専門職に
対する普及をしている。

在宅介護生活サポート
ガイドを専門職に普及
し、市民が使った経験を
ほかの市民に共有し共
感を得る機会を作る。

（カ）医療・介
護関係者の研修

地域の医療・介護関係者の連携を
実現するために、多職種でのグ
ループワーク等の研修を行う。必
要に応じ、地域の医療関係者に介
護に関する研修会の開催、介護関
係者に医療に関する研修会の開催
等の研修を行う

①　病院と地域の連携研修１回
②　施設職員へ救急搬送研修２回
③　施設長と施設職員に対する看取り研修２回
④　サポートガイド研修２回
⑤　薬剤師との意見交換会１回
⑥　包括研修3回

HIV感染者の施設受け
入れ拒否の事案を踏ま
え、施設に対して、感染
症への正しい理解を促
す。

③
対
応
策
の

評
価
・
改
善

評価指標（自己採点）Ａ：100％　Ｂ：80％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：40％以上（一部見直しが必要）
Ｅ：評価し
ない（見直し、廃止が必要）

事業全体の目的を明確化しつつ、
ＰＤＣＡサイクルに沿った取組を実現する

令和６年度平塚市在宅医療・介護連携推進事業の後期取組結果　（（ア）（オ）（カ）（キ）は平塚市在宅医療介護連携支援センターに委託）

検討項目

①
現
状
分
析
・
課
題
抽
出
・
施
策
立
案

②
対
応
策
の
実
施

○医療機関、介護事業者等の所在地等の情報収集
〇医療機関関係等の情報を把握
〇介護事業所の最新情報を得る。
○平塚市の医療・介護の資源のリスト又はマップの作成と活用
○市内介護事業所における「ひらつか介護サービス（医療対
応）一覧」を更新する。
○「介護タクシー・福祉有償運送情報一覧」を更新する。
○ケアマネが使用する連絡票、入院時退院時情報提供取扱窓口
の更新
○連携支援センターホームページの改修及び運用とFacebookの
活用

○平塚市在宅医療介護連携推進協議会の意見聴取と協議　３回
〇在宅医療・介護連携に係る課題抽出や対応策の検討を行う。
（定例会　１回/月）
また、市の認知症施策等についての検討を行う。

○切れ目のない在宅医療・介護の提供構築
〇終末期における意思決定支援方法のひとつとして「在宅介護
生活サポートの看取りツール」の活用を支援する。
〇高齢者施設における救急者の適正利用及び施設看取りについ
ての普及啓発を実施する。
○障がい者も含めた「在宅医療に必要な連携を担う拠点」の構
築についての国の指針について、実現の可能性を検討する。
○medical B.I.G net等ICTツールを用いた医療と介護の情報連
携について検討する。

○在宅医療・介護の連携を支援する相談窓口の運営
・医療・介護関係機関に相談の調整及び連携を行う。
・参考となる相談、解決策を平塚市在宅医療介護連携支援セン
ターのホームページ上に掲載を行う。
・各研修会や管理者連絡会などで相談事例の情報共有を行う。

○地域住民への普及啓発事業として講演会を実施
〇包括支援センター及び市内団体機関等と普及事業を実施。
（例：もしバナゲーム等）
〇YouTubeチャンネル「介護サービスのあれこれinひらつか」に
医療サービス（在宅医療）を追加し動画配信
〇介護予防教室等地域からの依頼で講義を行う。

○医療と介護の情報共有・情報共有ツールとして「ひらつか安
心ファイル」、「ひらつかあんしんカード」の活用を支援す
る。
・「在宅介護生活サポートガイド」の共有を図る。
・medical B.I.G.netやkintoneを用いた医療と介護の情報連携
について協力する。

①病院と地域の医療介護関係者職員との連携事業（研修）
②地域（在宅・施設）と救急車適正利用と病院との連携
③終末期の取り組み、施設職員等に対する救急、看取り時の対
応策の研修
④「在宅介護生活サポートの看取りツール」の研修（第９期計
画）
⑤多職種に向け実践で活かせる学習会を実施
⑥地域包括支援センターの人材育成・地域包括支援センター職
員向けの研修の実施。
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medical B.I.G.net の運営定例会への出席と活用検討
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回
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わくわくマップの運用（平塚市ホームページ）

ひらつか介護サービス（医療対応）一覧の更新、検索ツール

平塚市在宅医療介護連携支援センターでの相談実施

在宅介護生活サポート事業（看取り）の在宅医療・介護の現場への展開の支援

終末期への活動支援事業推進の検討「サポートガイド」の普及啓発
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毎月第３（木）定例会での課題抽出
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在宅医療 Youtube撮
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平塚市在宅医療・介護連携支援センターウェブサイト改修及び運用
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